
case study「
海
外
教
育（
特
別
）研
究
」
の
実
施

教
員
養
成
大
学
で
あ
る
上
越
教
育
大
学
は
、
こ
れ

ま
で
の
教
師
教
育
に
加
え
、
異
文
化
理
解
に
関
す
る

研
究
・
教
育
を
実
践
し
、
異
文
化
理
解
マ
イ
ン
ド
を

持
っ
た
教
員
を
養
成
す
る
こ
と
を
重
要
な
使
命
の
一

つ
と
考
え
て
き
た
。
本
学
の
理
念
の
も
と
、
学
部
学

生
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
八
年
度
か
ら
「
海
外
教
育

研
究
」
と
し
て
、
大
学
院
学
生
に
つ
い
て
は
昭
和
六

三
年
度
か
ら
「
海
外
教
育
特
別
研
究
」
と
し
て
、
そ

の
国
の
教
育
の
実
情
や
生
活
文
化
に
直
接
触
れ
、
異

文
化
・
異
民
族
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

教
育
者
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
広
い
視
野
や
高
い
見

識
及
び
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を
図
る
目
的
で
、
学

生
の
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

平
成
三
年
度
ま
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
継
続
さ
れ
た

が
、
そ
れ
以
降
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
韓
国
、
ア

メ
リ
カ
、
中
国
に
も
、
学
生
グ
ル
ー
プ
が
派
遣
さ
れ

た
。
平
成
一
四
年
度
、
一
五
年
度
、
新
た
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
実
施
さ
れ
た
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

き
っ
か
け
に
、
こ
れ
ま
で
の
受
け
身
的
な
形
か
ら
、

海
外
で
の
授
業
実
践
が
加
え
ら
れ
、
平
成
一
八
年
度

か
ら
、「
海
外
教
育
（
特
別
）
研
究
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
」
の

授
業
と
し
て
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
定
期
的
な
学
生
派
遣
の
形
を
取
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
授
業
は
、
一
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

設
定
さ
れ
て
お
り
、
現
職
教
員
を
含
む
大
学
院
生
と

学
部
学
生
約
二
〇
名
が
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
現
地
の
学
校
で
授
業
実
践
を
す
る
。
経
験
も
年

齢
も
異
な
る
大
学
院
生
と
学
部
生
の
協
力
体
制
で
授

業
を
準
備
す
る
と
い
う
基
本
概
念
は
、
本
学
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
現
地
実
習
は
、
一
〇
日
あ
ま
り
の
短
い

期
間
で
あ
る
が
、
数
ヶ
月
の
事
前
準
備
と
、
帰
国
後
、

数
ヶ
月
を
報
告
会
・
報
告
書
作
成
に
費
や
す
。

韓
国
で
は
、韓
国
教
員
大
学
校
と
の
学
生
交
流（
短

期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
も
開
始
さ
れ
、
隔
年
で
派
遣

と
受
け
入
れ
を
相
互
に
行
う
交
流
に
発
展
し
て
い
る
。

韓
国
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ホ
ー
ム
・
ス
テ
ィ
や
、
韓

国
学
生
受
け
入
れ
に
協
力
し
た
本
学
学
生
達
を
中
心

に
、
受
け
入
れ
の
翌
年
、
韓
国
で
研
修
を
行
う
と
い

う
学
生
同
士
の
関
係
の
構
築
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
は
、

受
け
入
れ
・
派
遣
を
通
じ
て
の
引
率
教
員
・
職
員
同

士
の
つ
な
が
り
に
寄
与
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
現
地
受
け
入
れ
は
、
ア
デ
レ
ー
ド
の
ウ
ェ
ス
ト

ミ
ン
ス
タ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
が
、
平
成
二
〇
年

度
、
本
学
附
属
小
学
校
児
童
の
派
遣
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
初
等
部
と
の
相
互
交
流
に
発
展

す
る
見
通
し
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
、
や
は
り
、
韓

国
と
同
様
、
隔
年
で
派
遣
と
受
け
入
れ
を
相
互
に
行

う
計
画
で
、
上
越
教
育
大
学
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

の
派
遣
学
生
、
引
率
教
員
、
そ
し
て
、
附
属
小
学
校

教
職
員
の
協
力
の
も
と
、
国
際
交
流
推
進
室
を
中
心

に
、
上
越
へ
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
ス
ク
ー
ル

受
け
入
れ
体
制
を
整
え
、
充
実
し
た
交
流
活
動
を
推

し
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
の
学
生
派
遣
と
交
互
に
行
わ
れ
て
い
る
。

本
学
の
協
定
校
で
あ
る
ア
イ
オ
ワ
大
学
の
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
フ
ィ
ス
の
協
力
で
地
域
の
学
校
で

の
授
業
実
践
が
実
施
さ
れ
、こ
こ
数
年
で
現
地
受
け

入
れ
体
制
も
整
い
、
ア
イ
オ
ワ
の
地
元
の
新
聞
に
も

本
学
の
学
生
達
の
活
躍
が
掲
載
さ
れ
る
ほ
ど
参
加
型

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
協
定
大
学
の
協

力
を
得
て
、
現
地
学
校
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
す
る

ま
で
に
は
時
間
と
忍
耐
の
必
要
な
事
業
で
あ
っ
た
が
、

引
率
に
か
か
わ
っ
た
教
員
の
熱
意
と
努
力
の
お
か
げ

で
、
よ
う
や
く
我
々
の
欲
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す

る
現
地
の
理
解
が
得
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
」
の
開
講

上
越
教
育
大
学
で
は
、
平
成
一
八
年
度
文
部
科
学

省
の
「
大
学
教
育
の
「
国
際
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
し
て
海
外
教
育
現
場
の
視
察
訪
問

調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
調
査
に
基
づ

き
、
平
成
一
九
年
度
大
学
院
新
科
目

「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
」が

立
ち
上
が
っ
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化

さ
れ
た
科
目
の
実
施
先
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・

ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
地
域

に
あ
る
学
校
で
あ
る
。

「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
」

の
開
講
は
、
語
学
力
強
化
の
た
め
の

研
修
、
海
外
学
校
現
場
に
お
け
る
長

期
的
実
習
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る

滞
在
と
い
う
本
学
学
生
か
ら
の
要
望

が
出
て
お
り
、
そ
の
要
望
を
満
た
す

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
が
検
討
さ
れ
た

結
果
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

の
実
施
は
、
そ
れ
ま
で
に
学
生
の
自

主
参
加
の
形
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
本

学
大
学
院
生
約
四
〇
〇
名
へ
の
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

へ
の
海
外
研
修
希
望
が
、
六
四
％
と
も
っ
と
も
多
く
、

研
修
の
内
容
と
し
て
学
校
で
の
授
業
参
観
や
異
文
化

体
験
、
教
育
事
情
研
修
な
ど
を
希
望
す
る
学
生
が
七

〇
％
〜
八
〇
％
と
、
関
心
の
高
さ
を
示
し
た
こ
と
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

「
海
外
教
育
（
特
別
）
研
究
」
実
施
と

新
科
目
「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
」
の
立
ち
上
げ

上
越
教
育
大
学

学
長
特
別
補
佐
（
国
際
交
流
担
当
）

臼
杵
美
由
紀

図１：プログラムの基本概念
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上
越
教
育
大
学
で
は
、
教
職
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し

て
、
入
学
早
期
か
ら
体
験
的
な
学
習
や
教
育
実
習
を

通
し
た
主
体
的
な
学
び
の
機
会
、
総
合
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
よ
る
教
育
現
場
体
験
を
系
統
的
に
導
入
し

て
い
る
。
ま
た
、
教
師
教
育
に
お
い
て
は
、
学
校
現

場
に
お
け
る
長
期
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
に

よ
る
課
題
解
決
に
あ
た
る
学
校
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、

そ
の
成
果
を
省
察
し
、
学
部
学
生
、
大
学
院
生
、
現

職
教
員
大
学
院
生
間
の
協
働
、
協
力
校
教
員
、
専
門

の
異
な
る
大
学
教
員
の
協
働
か
ら
、
学
校
現
場
の
実

践
に
基
づ
い
た
教
師
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
還
元
と

い
う
マ
ル
チ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
践
し
て
い
る
。「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ス
タ
デ
ィ
」
は
、
地
域
の
学
校
に
お
け
る
本
学
の
研

究
・
実
践
を
、
海
外
の
学
校
現
場
に
適
応
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
の
科
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

【
事
前
学
習
―
実
践
―
省
察
―
表
現
】
に
分
け
ら
れ
、

一
年
間
を
通
し
て
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
い

き
な
が
ら
、
参
加
学
生
が
自
律
的
に
か
つ
協
働
的
に

活
動
し
実
践
し
て
い
く
。

「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
」
の
特
徴

「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
」
は
、
数
ヶ
月

の
事
前
準
備
期
間
、
現
地
実
習
一
ヶ
月
、
事
後
の
報

告
会
、
ポ
ー
ト
・
フ
ォ
リ
オ
の
ま
と
め
、
報
告
書
作

成
と
い
う
一
年
間
の
設
定
で
あ
る
。
事
前
準
備
と
し

て
、
個
々
の
学
生
が
自
分
の
目
的
を
明
確
に
し
、
現

地
で
の
授
業
準
備
や
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
の

計
画
に
時
間
を
費
や
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
教
育
事
情
等
、
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、
参
加
者

同
士
の
情
報
交
換
を
行
う
。
参
加
者
の
目
的
に
応
じ

て
、
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
受
け
入
れ
学
校
と

担
当
教
員
を
設
定
す
る
。「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス

タ
デ
ィ
」
の
特
徴
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

る
―

・
計
画
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
く
、
参
加
者
自

身
が
主
体
的
に
活
動
し
て
い
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

が
求
め
ら
れ
る
。

・
参
加
者
が
自
分
の
置
か
れ
た
状
況
の
中
で
、
ど
う

対
応
す
べ
き
か
を
柔
軟
に
考
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
柔
軟
性
は
、
学
校
現
場
の

教
師
に
は
、
日
々
、
必
要
な
教
師
力
で
あ
る
。

・
参
加
者
個
々
の
目
的
に
応
じ
た
研
修
で
あ
る
。

・
滞
在
期
間
中
、
英
語
の
実
際
的
使
用
を
、
求
め
ら

れ
る
環
境
の
中
で
生
活
す
る
。

・
現
職
教
員
を
含
む
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
り
、
海
外
研
修
の
前
の
事
前
準
備
期

間
に
お
け
る
資
料
収
集
や
、
教
材
収
集
、
授
業
案

作
成
、
自
分
の
目
的
に
つ
い
て
の
再
検
討
が
重
視

さ
れ
る
。
ま
た
、
実
践
後
、
修
士
論
文
へ
の
反
映
、

報
告
書
作
成
、
報
告
会
実
施
、
所
属
学
校
等
で
の

発
信
、
実
践
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ま
と
め
た

ポ
ー
ト
・
フ
ォ
リ
オ
の
作
成
な
ど
、
体
験
を
体
験

の
み
で
終
わ
ら
せ
ず
、
様
々
な
形
で
継
続
的
に
つ

な
げ
た
学
習
と
す
る
。

・
自
己
研
修
の
目
的
と
、
国
際
貢
献
の
目
的
の
両
面

が
あ
る
。

・
自
分
の
専
門
分
野
に
お
け
る
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ

サ
ー
チ
、
授
業
実
践
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

体
験
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
語
や
日
本
文
化
に
つ

い
て
の
紹
介
な
ど
、
日
本
を
外
か
ら
見
る
視
点
を

養
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

教
育
現
場
に
触
れ
る
こ
と
が
、
日
本
の
教
育
現
場

に
対
す
る
新
た
な
視
点
に
つ
な
が
り
、
問
題
意
識

を
深
め
る
こ
と
に
成
り
う
る
。

・
参
加
者
同
士
の
協
働
体
制
、
受
け
入
れ
校
・
現
地

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
連
携
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
参
加
者
の
自
律
的
活
動
と
、

協
働
体
制
の
構
築
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
原
点
と
な
る
。

・
参
加
学
生
が
主
体
で
あ
り
、
授
業
担
当
教
員
、
及

び
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
役
割
を
担
う
。

海
外
学
生
派
遣
の
推
進
を
目
指
し
て

「
海
外
教
育
（
特
別
）
研
究
」、「
海
外
フ
ィ
ー
ル

ド
・
ス
タ
デ
ィ
」
の
展
開
に
お
い
て
、
今
後
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
持
続
し
、
発
展
さ
せ
る
た
め
の
共
通
点

は
、
現
地
と
本
学
と
の
連
携
体
制
の
強
化
で
あ
る
と

考
え
る
。
現
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
は
、
海
外
派

遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
成
功
さ
せ
る
上
で
、
最
大
の
強
味

だ
が
、
連
携
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
双
方

の
努
力
と
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
韓
国
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
場
合
は
、
本
学
の
学
生
派
遣
と
、
相
手
校

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
常
に
相
互
交
流
の
在
り
方

を
検
討
し
、
組
織
的
な
体
制
と
、
学
生
同
士
・
教
員

同
士
の
人
間
的
な
心
の
つ
な
が
り
と
の
両
面
を
構
築

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ

で
の
「
海
外
教
育
（
特
別
）
研
究
」
や
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
の
「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
」
の

よ
う
に
、
こ
ち
ら
か
ら
の
海
外
派
遣
の
み
で
あ
り
、

し
か
も
、
本
学
学
部
生
・
大
学
院
生
の
受
け
入
れ
先

が
複
数
の
現
地
小
学
校
〜
高
校
で
あ
る
場
合
、
な
に

よ
り
も
大
切
な
の
は
本
学
と
受
け
入
れ
学
校
と
の
間

に
入
り
、
調
整
役
を
努
め
て
く
れ
て
い
る
現
地
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在
で
あ
る
。
本
学
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
趣
旨
を
理
解
し
、
学
生
達
の
研
修
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
受
け
入
れ
学
校
へ
の
働
き
か
け
は
、
本

学
と
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、そ
し
て
、現
地
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
受
け
入
れ

学
校
と
の
信
頼
関
係
が
築
か

れ
な
け
れ
ば
難
し
い
。
さ
ら

に
、
参
加
学
生
自
身
の
研
修

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
生

の
授
業
実
践
が
、
受
け
入
れ

学
校
に
と
っ
て
歓
迎
さ
れ
る

要
素
を
含
ま
な
け
れ
ば
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
継
続
し
な
い
。
受

け
入
れ
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
異
文
化
理
解
に
貢
献
す
る

と
い
う
本
学
参
加
学
生
側
の
意
識
も
必
要
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
回
、

一
回
こ
な
し
て
い
く
中
で
、
検
討
し
改
善
を
重
ね
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
充
実
し
、
海

外
と
の
連
携
を
強
固
に
し
て
い
く
過
程
が
重
要
で
あ

る
。
こ
の
過
程
の
中
で
の
試
行
錯
誤
が
真
の
協
働
体

制
を
つ
な
が
る
の
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
そ
し
て
、

そ
う
し
た
過
程
に
お
い
て
、
参
加
学
生
の
経
験
が
生

か
さ
れ
、
さ
ら
に
次
の
参
加
を
生
み
出
し
、
長
い
時

間
を
か
け
て
で
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
異
文
化

理
解
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
教
員
の
育
成
が
現
実
の
も

の
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
現
地

の
学
校
教
育
に
も
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
も

の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
逆
に
現
地
の
学
校
か
ら

求
め
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
願
い
た
い
。

写真：小学校での授業実践の様子

図２：本の表紙
『オーストラリアの学校現場実践
―現職教員大学院生からのレポート―』
発行所：株式会社 三恵社
（http://www.sankeisha.com）
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